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本マニュアルについて 

本マニュアルについて 

Checker 4G 通信およびプログラムガイドは、以下を含めて、特定の環境に Checker 4G 

センサーを統合する方法についての情報を説明しています： 

• ネットワーク構成 

• 産業用ネットワーク・プロトコル 

• PLC との統合 

• ポートの利用 
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ネットワーキング  

Checker 4G センサーは、シンプルな Ethernet 接続で接続することができます。Checker 

4G センサーは、PC と同じサブネットに配置することもできますし、別のサブネットに 

配置することもできます。 

Checker 4G センサーをマシンと同じサブネットに配置した場合は、以下の Ethernet 

ネットワーク割り当てをサポートできます： 

• リンクローカルのアドレス指定 

• DHCP クライアント 

• スタティック IP 

• IP アドレスなし 

Checker 4G センサーは、デフォルトでは DHCP を使用するように設定されます。 

ただし、スタティック IP アドレスを割り当てて、使用することも可能です。 

IP アドレスの自動割り当て 

Checker 4G センサーを DHCP サーバーをサポートするように設定した場合 

(デフォルト)、センサーはまず直接 PC に接続されているかチェックします。直接、 

接続されているなら、リンクローカルのアドレス指定によって接続が確立されます。こ

うすることで、DHCP サーバーが見つからなかった場合の接続時間を短縮できます。 

リンクローカルのアドレス指定が行われなかった場合、Checker 4G センサーは DHCP 

サーバーがアドレスを割り当てるのを待ちます。 

DHCP サーバーが有効な IP アドレスを見つけることができなければ、Checker 4G 

センサーは通常、実行モードで機能します。センサーは、アドレスの割り当てをリスン

し続けます。ただし、この間は、設定はできません。 
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スタティック IP アドレスの割り当て 

Checker 4G センサーが、スタティック IP アドレスを使用するように設定することが 

できます。この場合、センサーは割り当てられたアドレスにだけ応答し、リンクローカ

ルのアドレス指定や DHCP サーバーによるアドレス割り当ては使用しません。 

この場合、接続時間は短縮されます。 

1. [メイン] ツールバーで、[Checker の設定] を選択します。 

 

2. ポップアップ表示されるウィンドウで、必要に応じて IP 設定を行うことが 

できます。 
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サブネットをまたぐ Checker 4G の接続 

以下のオプションを使用すると、Checker 4G センサーの IP アドレスが分かってい 

る場合に、サブネットにまたがって Checker 4G と PC を接続することが 

できます。 

1. [接続]のステップで、[接続] フレームの [追加] をクリックします。 

 

 

2. [Checker を追加] ダイアログボックスで、[IP で Checker を追加] 

をクリックしてから、Checker 4G センサーの IP アドレスを入力します。 

 

3. [OK] をクリックしてから、[Checker を追加] ダイアログボックスを閉じます。 

これで、Checker はもう [Checkers] リストには表示されません。 
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産業用ネットワーク・プロトコル 

IP アドレスが DHCP サーバーによって割り当てられるように Checker を設定している 

のに、DHCP サーバーが存在しないネットワークに接続される場合、Checker は [接続] 

リストには表示されません。[追加] をクリックします。表示されるウィンドウに、 

Checker センサーが表われます。必要であれば、ここでさらにデバイスを設定するこ 

とができます。 

IP アドレスがスタティックに設定されるように Checker を設定しているのに、DHCP 

サーバーが存在するネットワークに接続されてしまい、IP の範囲が異なる場合、Checker 

は [接続] リストには表示されません。[追加] をクリックします。表示されるウ 

ィンドウに、Checker センサーが表われます。必要であれば、ここでさらにデバイスを 

設定することができます。 

産業用ネットワーク・プロトコル 

Checker 4G は、標準 Ethernet プロトコルに基づく産業ネットワーク・プロトコル 

を使用します。たとえば、EtherNet/IP™ や PROFINET などの、こうしたプロトコルは標準 

Ethernet より高い信頼性を提供できるように拡張されています。また EtherNet/IP や 

PROFINET がサポートされていない場合の通信では、Generic 現場プロトコル (Generic 

FFP) が利用可能です。 

デフォルトでは、Checker では産業用ネットワーク・プロトコルは無効になっています。 

プロトコルを有効にするには、Checker へ接続し、[Checker] -> [Checker の設定] 

と選択してから、[プロトコル設定] をクリックして、必要なプロトコルを有効にします。 

Ethernet/IP 
EtherNet/IP は、産業用の環境で使用するのに適している通信システムです。EtherNet/IP 

を使うと産業用デバイスは、速度が重視されるアプリケーション情報を交換することが

できます。こうしたデバイスとしては、センサー/アクチュエータなどの簡単な I/O 

デバイス、ならびにロボット、プログラマブル・ロジック・コントローラ、溶接機、プ

ロセスコントローラなどの複雑な制御デバイスがあります。 
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Ethernet/IP 

Ethernet/IP を理解するには、Common Industrial Protocol (CIP)を理解することが 

必要です。Ethernet/IP は、Common Industrial Protocol (CIP) の拡張であり、ラッパーであ 

るというのが最も適切な説明です。TCP/IP プロトコル・スイートを使用して、標準 IEEE 

802.3 Ethernet で動作します。Checker が使用している Ethernet/IP の実装は、Ethernet 

スタックのすぐ上の層であり、通常のソケット機能を使用しています。決定論を改善し

ようとする、非標準の追加であるといえます。 

Common Industrial Protocol (CIP) 

Common Industrial Protocol (CIP) は、オートメーション・アプリケーション用に 

設計された、メディア独立、接続ベース、オブジェクト指向のプロトコルです。オート

メーション・アプリケーション向けの通信サービスの広範なセットを含んでいます。た

とえば、制御、安全、同期、モーション、構成、情報などです。現在、CIP はof 

EtherNet/IP、DeviceNet、CompoNet、ControlNet のコア的な存在です。 

Ethernet 上で、CIP は UDP と TCP の両方にまたがります。CIP の｢明示的｣ 

なメッセージングは、TCP を使って、速度が重視されないポイント・ツー・ポイントの 

メッセージやコマンドをデバイス間で送信します。CIP の｢暗示的｣なメッセージングは、 

速度が重視される制御や I/O のために UDP を使用します。 
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CIP は、オブジェクト・モデルに基づいています。このオブジェクトによって、デバ 

イスのデータや機能 (少なくとも、外部に公開したくない部分) をカプセル化します。 

モデルは、このデータや機能にアクセスする共通の方法となります。 

EtherNet/IP を完全に実装するには、多数の事前定義のオブジェクトが必要です。 

これらのオブジェクトが主に取り扱うのは、デバイスの識別と通信です。他にも、オプ

ションとして事前定義のオブジェクトが含まれます。CIP の仕様には、事前定義の 

オブジェクトの完全なライブラリ (アセンブリ、離散的出力、アナログ入力、AC/DC 

ドライブなど) が含まれます。また、ベンダーもそれぞれのアプリケーションに固有の 

オブジェクトを作成することができます。 

簡素化した EtherNet/IP のオブジェクト・モデルの概要は、以下の図を参照してください。 
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CIP での EtherNet/IP の実装 

CIP、EtherNet/IP、TCP/IP の間の関係については、以下の図を参照してください。 

EtherNet/IP の主要なコンポーネントは、2 つの新しい CIP オブジェクトとカプセル化の 

レイヤーです。 

 

 

カプセル化レイヤーは、ネイティブな CIP が TCP/IP プロトコル・スイートを使用して、 

標準 IEEE 802.3 Ethernet で通信ができるようにするラッパーです。また、CIP のルーテ 

ィング機能で Etherne 独自の側面を取り扱えるようにする拡張も提供します。 

EtherNet/IPをサポートするために、TCP/IP インターフェース・オブジェクトと Ethernet 

リンク・オブジェクトの 2 つの新しい CIP オブジェクトが追加されています。 

インターフェース・オブジェクトは、デバイスの TCP/IP ネットワーク・インター 

フェース (IP アドレス、ネットワーク・マスクなど) を設定するメカニズムを提供 

します。リンク・オブジェクトは、リンクに固有の構成、Ethernet 802.3 通信イン 

ターフェースのステータスや診断情報を保持します。 

Ethernet 物理レイヤー 

Ethernet データリンク・レイヤー 

IP 

UDP TCP 

カプセル化プロトコル 

CIP のカプセル化 

CIP メッセージング 

明示的、I/O、ルーティング 

その他の産業

ネットワーク

のカプセル化 
インターネット 

アプリ 

(例、HTTP) 

インター 

ネット 

 

 

CIP オブジェクト (コアおよびアプリケーション) 

In-Sight 

センサー 

Checker 

センサー 
その他のデ

バイス 

Ethernet IEEE 802.3 

TCP/IP スイート 

Ethernet/IP 

CIP 共通 

デバイス・アプリケー

 

キー 
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CIP メッセージングのタイプ 

CIP は、リアルタイムの I/O または制御のために、“明示的な”メッセージングを提供 

します。また、CIP は、速度重視ではないデータ転送や情報メッセージのために 

“暗示的な” メッセージングも提供します。現在、Checker は明示的なメッセージだけ 

をサポートしています。 

伝送のタイプ メッセージのタイプ 説明 例 

情報 明示的 速度重視で

はない情報 

要求/応答コマンド 

(構成パラメータ値の設定など) 

I/O データ 暗示的 リアルタイ

ム I/O 

データ 

リモート I/O デバイスから 

のリアルタイム・データ 

(センサー、スイッチ、モーター

制御など) 

 

暗示的メッセージング 

多くの場合｢I/O｣と呼ばれる、このタイプの通信は、通常は、速度や低ディレイが重要

であるリアルタイムでのデータ交換で使用されます。暗示的メッセージには、それらの

意味についてあまり情報が含まれていないので、伝送はより効率的になりますが、柔軟

性で明示的メッセージより劣ります。伝送されるデータの解釈は高速です。 

暗示的メッセージングで、2 つのデバイスの間にアソシエーション (“CIP 接続”) 

を確立できます。接続を確立した後、事前に定義されているトリガのメカニズムに従っ

て、デバイスは暗示的メッセージを作成します。トリガは、｢周期的｣ (最も一般的)、 

｢状態の変化｣ (CoS)、｢アプリケーション固有｣のいずれかです。両方のデバイスが、 

互いが使用するデータのフォーマットを知っていて、合意していることです (つまり、 

フォーマットは｢暗示的｣)。EtherNet/IP の場合、暗示的メッセージングでは UDP 

を使用し、マルチキャストまたはユニキャストが可能です。 
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暗示的メッセージングは、アセンブリに基づいています。アセンブリ・オブジェクトの

詳細については、｢アセンブリ・オブジェクト｣のセクションを参照してください。 

一般的な I/O 接続のメッセージのシーケンスの概要は、以下の図を参照してください。 

 

デバイスの分類 

一般的な挙動や、サポートしている EtherNet/IP 通信のタイプによって、複数のデバ 

イスの分類があります。大半のデバイスは、以下の分類のいずれかになります。ただし



 

Checker® 4G 通信およびプログラムガイド 

9/3/2014|バージョン 4.1 

ペ ー ジ  | 20 

Ethernet/IP 

、特定の場合、デバイスが複数の分類に属することもあります。たとえば、Checker 

は主に I/O アダプターに分類されます。また、I/O モジュールへの接続で使用される、 

I/O スキャナーの機能もあります。 

すべての EtherNet/IP デバイスは、最低でも明示的サーバー機能を有し、デバイスの 

識別や構成の要求に応答できる必要があります。 

通信のタイプとデバイスの分類に関するマトリックスの概要は、以下の図を参照してく

ださい。 

 

明示的メッセージ・サーバー 

明示的メッセージ・サーバーは、明示的メッセージ・クライアントによって始動される

通信を指向する要求/応答に対応します。明示的メッセージ・サーバーの例は、キオス

クでのテキストのスクロール表示です。 

明示的メッセージ・クライアント 

明示的メッセージ・クライアントは、他のデバイスとの間での要求/応答指向の通信を

始動します。メッセージのレートやレイテインシーの要件は、一般的にそれほど厳しい

ものではありません。明示的メッセージ・クライアントの例は、HMI デバイス、 
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プログラミング・ツール、あるいは制御デバイスからデータを収集する PC ベースの 

アプリケーションなどがあります。 

I/O アダプター 

I/O アダプターは、I/O スキャナーから暗示的通信接続要求を受信し、要求された 

レートで I/O データを生成します。また、I/O アダプターは明示的メッセージ・サー 

バーでもあります。I/O アダプターとしては、簡単なデジタル入力デバイス、ある 

いはモジュール式の空気バルブシステムなどのより複雑なものなどがあります。 

I/O スキャナー 

I/O スキャナーは、I/O アダプターとの暗示的通信を始動します。どの接続を行うか、 

アダプター・デバイスをどのように設定するかなどの問題を取り扱うので、一般にスキ

ャナーは最も複雑なタイプの EtherNet/IP デバイスです。また通常、スキャナー 

は明示的メッセージの始動をサポートします。プログラマブル・コントローラ (PLC) は 

I/O スキャナーの一例です。 

Checker と EtherNet/IP 

Checker 4G は、Common Industrial Protocol (CIP) に基づくアプリケーション・レベルの 

プロトコルである EtherNet/IP をサポートしています。EtherNet/IP は、Ethernet 

によるデータの転送や I/O のために幅広い種類のメッセージングのオプションやサー 

ビスを提供します。EtherNet/IP ネットワークにあるすべてのデバイスは、属性と呼ば 

れる一連のデータ値として、データをネットワークに送り出します。属性は、他の関連

データと共に、アセンブリと呼ばれるセットにグループ化されます。 

EtherNet/IP を有効にするには、以下のステップを実行します： 

• マシンに Rockwell Software ツールがインストールされていることを確認します。 

• Checker センサーが Rockwell Software ツールによって認識されるように 

設定します。 
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• Checker センサー用に Checker Electronic Data Sheet (EDS) をインストールします。 

以下のステップを実行して、EtherNet/IP をセットアップします： 

1. Rockwell Software が PC にインストールされていることを確認します。 

2. 次のディレクトリへ移動して、Rockwell Add on Profiles をインストールします： 

C:\Program Files\Cognex\Checker Vision Sensors x.x\EthernetIP\Rockwell 
AOP 

3. 今までに Rockwell AOP をインストールしていない場合は、ここでこのディレク 

トリから MPSetup.exe を実行します。 

4. [スタート] メニューで、[プログラム]  [Rockwell Software]  [RSLinx]  [Tools] 

 [EDS ハードウェア・インストール・ツール] と移動します。 

 

5. EDS インストール・ツールを実行します。 

注 

既存の EDS ファイルが存在する場合は、まずそれをアンインストールしてから、 

最新バージョンの EDS をインストールしてください。 

6. Checker PC アプリケーションを使って、Checker へ接続します。ファームウェ 

アのアップグレードまたはダウングレードが必要であることを通知するポップア

ップ・ウィンドウが表示されたら、その指示に従います。それ以外の場合、次の

ステップへ進んでください。 



 

Checker® 4G 通信およびプログラムガイド 

9/3/2014|バージョン 4.1 

ペ ー ジ  | 23 

Ethernet/IP 

7. デフォルトでは、Checker 4G では EtherNet/IP プロトコルは無効になっ 

ています。プロトコルを有効にするには、以下のステップを実行してください： 

a. 上のメニュー・バーで、[Checker] をクリックします。 

b. [Checker の設定] を選択します。 

 

c. ポップアップ表示される Checker 設定ウィンドウで、[プロトコル設定] 

をクリックし、[EtherNet/IP] を選択します。 

 

d. [OK] をクリックします。 
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これらの設定を有効にするために、センサーは自動的に再起動します。 

8. これで、Checker センサーが RSWHO に表示されます。 

 

Checker 4G センサーは表示されるものの、アイコンが疑問符である場合は、EDS 

のインストールを繰り返してください。 

9. ジョブを開き、プロファイルのアドオンを使って、Checker 4G センサーをプロ 

グラムに組み込みます。 

あるいは、Checker 4G センサーをネットワーク上のモジュールとして追加すること 

もできます。 
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入力 

入力は、｢入力｣の入力として機能します。入力の値が 0  1 と変化すると、このイ 

ベントに関連付けられているアクションが実行されます。アクションが完了すると、対

応する InputAck ビットが 10 と変化して、完了を通知します。対応する入力ビットを 0 

に戻すと、確認ビットが 0 に戻ります。 

サービス 

Checker のオブジェクトは、以下の共通 CIP サービスをサポートしています： 

サービスコード サービス名 説明 

0x05 リセット Checker オブジェクトをリセットします。 

0x0E Get_Attribute_Single 指定された属性のコンテンツを返します。 

0x10 Set_Attribute_Single 指定された属性を変更します。 
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取得サービス 

取得サービスは、取得をトリガします (取得システムが画像取得の準備ができている場合)。 

取得をトリガできなかった場合、次に取得が成功するまで、Missed Acquisition ビットがセ 

ットされます。 

取得シーケンス 

Checker は、アセンブリ・オブジェクトを通じて、画像取得を明示的にトリガすること 

ができます。 

起動時には、TriggerEnable 属性は false です。トリガを有効にするには、true に設定 

する必要があります。デバイスがトリガを受信できるようになると、トリガ Ready ビッ 

トが true に設定されます。 

TriggerEnable 属性が true で、トリガ Ready ビットが true であると、トリガ属性が 0 から 

1 に変わったことを Checker オブジェクトが確認するたびに、画像取得が始動され 

ます。アセンブリ・オブジェクトでこれを設定すると、トリガ Ack ビットで同じ値 

が確認されるまで、属性は新しい状態を保持します (これは、その変更が Checker オブジ 

ェクトで確認されることを保証するハンドシェークです)。 

取得中に、トリガ Ready ビットがクリアされ、Acquiring ビットが true に設定 

されます。取得が完了すると、Acquiring ビットがクリアされ、取得システムの新しい 

画像取得の準備ができると、トリガ Ready ビットが true に設定されます。 

トリガのメカニズムを強制的にリセットするには、トリガ Ready が 0 に設定されな 

くなるまで、TriggerEnable 属性を false に設定します。その後、TriggerEnable を true 

に設定して、取得を再度有効にすることができます。 

トリガが使用できるのは、Checker が外部トリガモードである時だけです。結果のバッ 

ファリングがオフである場合の一般的な取得シーケンスの概要は、下の図を参照してく

ださい。 
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注 

｢いずれか不合格｣、｢すべて合格｣、｢製品検出｣、｢出力 0 - 7 ライン｣の状態は、 

チェックの結果によります。示されている状態は、あくまでもサンプルです。  

 

Results Buffer Enable=false であると、｢Results Avail Ack｣および｢Results Buffer 

Overrun｣が無効になります。最初に結果が設定された後、｢Results Avail｣は true 

のままになります。Inspection Complete Toggle を使用すると、IO バッファから PLC 

メモリへの結果をゲートすることができます。  

Trigger Enable = true かつ Trigger Ready == false で、トリガの立ち上がりエッジ 

が発生すると、Missed Ack は true になります。Missed Ack は、取得が成功するまで true 

のままです (Trigger Ready == true で、トリガの立ち上がりエッジが発生している場合)。 

Set Offline が true であるか、Checker アプリケーションがセットアップ・モードにな 

ると、Online が false になり、Offline Reason 1 が true になります。 
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Trigger Enable が true になるのは、Online が最初に true になる時だけです。Trigger Ready 

に必要な信号のいずれかが true になると、Trigger Enable = true になります。 

Trigger Ready が true になるのは、Online = true で、Trigger Enable = true で、Acquiring = 

false で、取得バッファが使用可能である場合です。 

Trigger Ready が true になると、Trigger が true になります。Trigger Ack が true 

になると、Trigger は false になるはずです。Trigger の立ち上がりエッジが true 

になると、Trigger Ready が false になり、その結果として Acquiring が true になります。 

シーケンス中、入力 0 ラインは任意の状態になります。Acquiring 信号の立ち上 

がりエッジの値が、使用される値です。 

Trigger が true になると、Trigger Ack が true になります。Trigger Ack が false 

になると、Trigger が false になります。 

Trigger Ready == true であると、Trigger 信号の立ち上がりエッジ後は、Acquiring は true 

になります。取得とは、カメラが写真を撮り、画像が取得バッファに移動することを意

味します。取得の立下りエッジは、Acquisition ID のゲート信号であり、これによって 

チェックが true になります。 

[トリガ] 取得信号が false になると、Acquisition ID は有効のままです。この数は、 

[チェック] Results ID の同じ数を使って、取得した画像とチェック出力を一致させるの 

に使われます。 

次のプロセスがパイプラインでつながっているので、取得が false になると、すぐにチ 

ェックが true になります。チェックの立下りエッジは、Results ID およびすべての 

結果データのゲート信号です。Inspection Complete Toggle および Results Avail 

は、チェックの立下りエッジで有効になります。 

Results ID は、Results Available の立下りエッジ前は、有効のままです。チェックの 

立下りエッジでは、Inspection Complete Toggle が変化し、Results Available が true 
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になります。Results ID の値は、一致するカメラ画像の [トリガ] Acquisition ID 

の値と同じになります。 

Any Fail は、Results Available の立下りエッジ前は、有効のままです。チェックの 

立下りエッジでは、Inspection Complete Toggle が変化し、Results Available が true 

になります。 

｢すべて合格｣は、Results Available の立下りエッジ前は、有効のままです。チェックの 

立下りエッジでは、Inspection Complete Toggle が変化し、Results Available が true 

になります。 

Part Detect は、Results Available の立下りエッジ前は、有効のままです。チェックの 

立下りエッジでは、Inspection Complete Toggle が変化し、Results Available が true 

になります。 

出力 0 – 7 は、Results Available の立下りエッジ前は、有効のままです。チェックの 

立下りエッジでは、Inspection Complete Toggle が変化し、Results Available が true 

になります。 

Inspection Complete Toggle は、チェックの立下りエッジと同時に変化します。Results ID 

は、Results Available が true になるたび (つまり、Inspection Complete Toggle 

の状態が変化) に増えます。 

[チェック] Results Available はチェックの立下りエッジにすぐに従い、true になるのは、 

結果データが安定して有効である間だけです。 

 

注 

最初の結果の後、Results Buffer Enable = false となると、Results Available 信号は必ず true 

です。Inspection Complete Toggle を有効信号として使用し、IO 結果バッファからの 

新しい結果データを PLC メモリにコピーできます。 
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Results Buffer Enable = false であれば、Results Ack は使用されません。 

Results Buffer Enable = false であれば、Results Buffer Overrun は使用されません。 

取得失敗とは、Checker が対応できない時点で、トリガが発行されたことを意味します。 

これによって、PLC が通常の処理ロジックをスキップして、新しいトリガを再発行すること 

ができます。チェックシーケンスより速い取得については、下の図を参照してください。 

 

｢いずれか不合格｣、｢すべて合格｣、｢製品検出｣、｢出力 0 - 7 ライン｣の状態は、 

チェックの結果によります。示されている状態は、あくまでもサンプルです。 

チェック/結果シーケンス 

画像を取得すると、処理待ちのキューに入ります。画像の処理が実行中である時は、チ

ェックステータスレジスターの Inspecting ビットがセットされます。チェックが完了 

すると、Inspecting ビットがクリアされ、Inspection Completed がトグルされます。 
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たとえば、速度やロボティクスを改善するために、取得とチェックで別個のインジケー

タを使用しているケース。取得中は、ロボットは静止したままのはずです。ただし、チ

ェック中は、ロボットを動かすことはできます。 

BufferResultsEnable 属性は、チェック結果が Checker オブジェクトによってどのように 

取り扱われるかを決定します。BufferResultsEnable 属性が false に設定されると、 

チェック結果はただちに InspectionResults 属性に配置され、Results Available が true 

に設定されます。 

BufferResultsEnable 属性を true に設定すると、新しい結果はキューに入ります。 

内部トリガを使用している場合、次のトリガによって結果が上書きされます。外部トリ

ガを使用している場合は、アプリケーションによって使用されていなくても、次の外部

トリガによって結果が上書きされます。 

Inspection ビットの挙動 

ビット ビット名 
バッファリング

無効時の結果 
バッファリング有効時の結果 

1 Inspecting 

画像のチェック

時にセット 
画像のエンコード時にセット 

2 Inspection 
Complete 

画像のチェック

完了時にトグル 
画像のチェック完了時にトグル 

3 
Results 
Buffer 
Overflow 

ゼロにセットさ

れたまま 

クライアントが前の結果を確認できなかっ

たためにチェック結果をキューに入れるこ

とができなかった場合にセットされます。

チェック結果が正常にキューに入ればクリ

アされます。 

オーバーフローは、何かが失われたことを
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ビット ビット名 
バッファリング

無効時の結果 
バッファリング有効時の結果 

知らせています。バッファリングを有効に

しているかどうかによって、以前のチェッ

クが失われたか (バッファリングなし)、 

最後の結果が失われた (バッファリングでキ 

ュー満杯) ことを意味します。 

4 
Results 
Available 

最初のチェック

の後、true 

になり、そのま

ま true です。 

新しい結果が results ビットに配置されると 

(いずれか不合格、すべて合格、製品検出、

出力)、セットされます。Results Available Ack 

を true に設定することで、結果を確認 

するまでセットされたままになります。 

注:必ず、Results Available / Results Available 

Ack のハンドシェークのロジックが適用 

されます。 

 

バッファリングが有効である場合のシーケンスについては、下の図を参照してください。 
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｢いずれか不合格｣、｢すべて合格｣、｢製品検出｣、｢出力 0 - 7 ライン｣の状態は、 

チェックの結果によります。示されている状態は、あくまでもサンプルです。 

結果のバッファリング 

チェック結果に対してキューを有効にするオプションがあります。有効にすると、クラ

イアント (PLC) に読み取るための時間ができるまで、有限の数のチェック結果データが 

キューに入ります。これは、短い期間の間、システムの異なる部分 (外部 PLC を含む) 

がスローダウンする場合に、データの流れを円滑にするのに有益です。 

一般に、結果が送信されるより速くチェックが行われる場合、バッファリングの有無に

よる主な差異はどの結果が無視されるかです。バッファリングが有効でなければ、最も

新しい結果が保持され、以前の結果 (PLC が十分速く読み取れなかった) は失われます。 

実質的には、単に最も新しい結果が以前の結果を上書きすることになります。バッファ

リングが有効であれば (および、キューが満杯)、結果キューに十分な空きができるまで、 

最も新しい結果が無視されます。 
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下の図に示されているように、A Acq に対応する最初の結果が、結果バッファおよ 

び出力ラインに移動します。これに続いて、B の結果が結果バッファへ移動しますが、 

出力ラインには引き続き A の結果が残ります。PLC が最初の結果 (A) を確認すると、 

バッファおよび出力ラインから消えます。結果 B が出力に配置されます。PLC が B 

の読み取り結果を確認すると、バッファが空になり、Result Ack は低のままに 

なります。 

C Acq に対応する結果が、結果バッファおよび出力ラインへ移動します。 

 

アセンブリ・オブジェクト 

アセンブリ・オブジェクトは、暗示的メッセージングを使用します。抽象化によって、

単なる暗示的メッセージング・パケットの未処理ペイロードとして送信されるデータの

ブロックとなります。これらの暗示的メッセージングのパケットは、事前に選択された

レート (10ms、200ms、等) で、繰返し生成 (送信) されます。 
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一般に、アセンブリは、デバイス内の異なる CIP オブジェクトから選択された属性 

(データ項目) の組み合わせになります。デバイスのベンダーは、必要性に応じてアセ 

ンブリを定義できます。アセンブリは、アプリケーションの要件に応じて、便利なグル

ープ化でデータを組み合わせます。 

入力および出力のアセンブリの指定は、若干混乱しがちです。Checker は I/O アダプ 

ターのクラスのデバイスです。アダプターは、入力アセンブリが別のデバイスへデータ

を生成 (送信) し (例、Checker  PLC)、出力アセンブリが別のデバイスからの 

データを消費 (受信) します (例、PLC  Checker)。つまり、Checker は別のデバイス 

にとっての I/O モジュールとして機能することになります。 

Checkers には、単一の入力アセンブリと単一の出力アセンブリがあります。これらの 

アセンブリは、Checker オブジェクトの選択した属性 (データ) を組み合わせてグル 

ープ化し、ネットワークの帯域を最小化しながら、効率的な制御や処理を維持すること

ができます。また、こうしたアセンブリのデータは Checker オブジェクトから個別 

にアクセスすることもできます。ただし、アセンブリ・オブジェクトを使用するとさら

に効率的です。これが、Checker と PLC の間でランタイム通信を行う主要な理由です。 

入力アセンブリ 

入力アセンブリのインスタンスは、ステータス情報、処理状態、チェック結果を提供しま

す。下のテーブルは、入力アセンブリ (Checker から送信されるデータ) を示しています。 

ここで、予約済み1 とは将来の使用のために予約されていることを意味します。 

Observer ビットが 1 に設定されると、EIP コントローラは Checker のステータスを変更 

することができず、その状態を観察することができるだけです。Observer ビットは PC 

アプリケーションによってのみ設定できます ([Checker] ->[Checker の設定] -> 

[プロトコル設定])。詳細情報は、付録 A – プロトコル設定、オブザーバ・ビットの変更 

を参照してください。 
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インス

タンス 

バイト ビット 7 ビット 6 ビット 5 ビット 4 ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0 

 

11 

0 オンライン 

オフラインの理由 

• 0 – Online (オンライン) 

• 1 – Setup (設定) 

• 2-7 – 予約済み 

 

Missed Acq 

(確認失敗) 

 

Acquiring (取得) 

 

Trigger Ack 

(トリガ確認) 

Trigger 
Ready 

(トリガ・

レディ) 

1 

General Fault 

(一般的なフ

ォールト) 

Job Load 
Failed 

(ジョブのロ

ード失敗) 

Job Load 
Complete 

(ジョブのロ

ード完了) 

Observer 

(オブザー

バー) 

Results Available 

(結果使用可能) 

Results Buffer 
Overrun 

(結果バッファ・

オーバーラン) 

Inspection 
Complete 
Toggle 

(チェック完

了トグル) 

Inspecting 

(チェック) 

2 予約済み1 予約済み1 予約済み1 

Retrain 
Failed 

(再登録失

敗) 

Retrain 
Completed 

(再登録完了) 

Any Fail 

(いずれか不合格) 

All Pass 

(すべて合格) 

Part Detect 

(製品検出) 

3 出力7 出力6 出力5 出力4 出力3 出力2 出力1 出力0 

4 
出力15 出力14 出力13 出力12 出力11 出力10 出力9 出力8 

5 出力23 出力22 出力21 出力20 出力19 出力18 出力17 出力16 

6 
Acquisition ID (16-ビットの整数) 

7 

8 
Inspection Result ID (16-ビットの整数) 

9 

10 予約済み 

11 予約済み 

12 センサー 1 結果データ 0 

… … 

27 センサー 1 結果データ 15 

28 センサー 2 結果データ 0 

… … 

43 センサー 2 結果データ 15 

44 センサー 3 結果データ 0 

… … 
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インス

タンス 

バイト ビット 7 ビット 6 ビット 5 ビット 4 ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0 

411 センサー 25 結果データ 15 

412 センサー 26 結果データ 0 

… … 

427 センサー 26 結果データ 15 

 

Rockwell AOP を使用してセンサーの結果データを有効にする 

デフォルトですべてのセンサーが表示されているわけではないので、後で有効にしま

す。これを行うには、以下のステップを実行します： 

1. Checker モジュールを右クリックします。 

2. [プロパティ] を選択します。 

3. [General] タブの [Module Definition] セクションで [Change] をクリックします。 

 

4. [Number of Sensors] ドロップダウンリストで、センサーを設定します。これはセ 

ンサーメーター値に関するものであり、なるべく機能できる範囲で最小の数を設

定してください。 
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出力アセンブリ 

出力アセンブリのインスタンスには、制御信号、ソフトウェア・イベント信号、トリガ

やチェックに必要なユーザーデータなどが含まれています。次のテーブルは、出力アセ

ンブリのインスタンスを示しています (Checker へ送信されるデータ)。ここで、 

予約済み1 とは将来の使用のために予約されていることを意味します。Lights Off 

ビットを 1 に設定すると、ジョブの設定に関わらず、外部照明がオフになります。SM 

Volatile ビットを 0 に設定すると、ジョブに対して変更されないスタティックな結果 

データを選択します。これを 1 に設定すると、製品によって異なる変動データが 

選択されます。Tこのデータは、センサー・メーター・テーブルの値で返されます。 

 

アセンブリの使用法に関する詳細は、デバイス・ステータス・モジュールのセクシ 

ョンを参照してください。 
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インス

タンス 

バイト ビット 7 ビット 6 ビット 5 ビット 4 ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0 

21 

0 

Set Offline 

(オフライ

ン設定) 

Lights Off 

(照明オフ) 

Retrain 

(再登録) 

Job Change 

(ジョブの

変更) 

Results 
Available Ack 

(結果使用可

能確認) 

Buffer Results 
Enable 

(バッファ結

果有効) 

Trigger 

(トリガ) 

Trigger Enable 

(トリガ有効) 

1 入力7 入力6 入力5 入力4 入力3 入力2 入力1 入力0 

2 入力15 入力14 入力13 入力12 入力11 入力10 入力9 入力8 

3 入力23 入力22 入力21 入力20 入力19 入力18 入力17 入力16 

4 
Job Number (8-ビットの整数) 

5 予約済み1 
SM Volatile 

(SM 変動) 

6 調整用バイト 

7 調整用バイト 

 

スタティック・データおよび変動データの概要 

センサー・メーター・テーブルで替えされるスタティックおよび変動のデータは、すべ

てのプロトコル (EtherNet/IP、PROFINET、Generic FFP) で同じです。 

次のテーブルは、センサー・メーター・テーブルの値として返されるスタティック・デ

ータをまとめたものです。 

表記： 

• X (背景が黄色) はスタティック・データであることを意味しています。 

• ｢該当なし｣は、特定のセンサーのタイプでデータタイプが利用不可であることを

意味しています。 
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スタティック・テーブル – 12 バイト 

 
設定ポイ

ント 1 

設定ポイ

ント 2 

センサ

ー角度 

センサー角

度範囲 1 

センサー角

度範囲 2 

センサ

ー幅 

センサ

ー高さ 

ビット 8 8 16 16 16 16 16 

製品検出 X 該当なし X 該当なし 該当なし X X 

パターン・

プレゼンス 
X 該当なし X X X X X 

輝度プレゼ

ンス 
X 該当なし X 該当なし 該当なし X X 

コントラス

ト・プレゼ

ンス 

X 該当なし X 該当なし 該当なし X X 

エッジ・プ

レゼンス 
X X X X X X X 

輪郭プレゼ

ンス 
X 該当なし X X X X X 

カラー・プ

レゼンス 
X X X 該当なし 該当なし X X 

測定幅 X X X 該当なし 該当なし X X 

測定高さ X X X 該当なし 該当なし X X 

測定直径 X X X 該当なし 該当なし X X 
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パターン位

置 
該当なし 該当なし X X X X X 

エリア 

(ブロブ) 

位置 

該当なし 該当なし X 該当なし 該当なし X X 

エッジ位置 該当なし 該当なし X X X X X 

輪郭位置 X 該当なし X X X X X 

 

次のテーブルは、センサー・メーター・テーブルの値として返される変動データをまと

めたものです。 

表記： 

• X (背景が白色) は変動データであることを意味しています。 

• X (背景が黄色) はスタティック・データであることを意味しています。 

• ｢該当なし｣は、特定のセンサーのタイプでデータタイプが利用不可であることを

意味しています。 

 

スタティック・テーブル – 全体で 16 バイトおよび 26 センサーが可能 

 
アナログ

出力 

合格/検

出 

センサー

中央 X 

センサー

中央 Y 

フィーチ

ャー中央 

X 

フィーチ

ャー中央 

Y 

フィーチ

ャー幅 

フィーチ

ャー高さ 

フィーチ

ャー角度 

ビット 8 8 16 16 16 16 16 16 16 

製品検出 X X X X X X X X X 
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パターン

・プレゼ

ンス 

X X X X 該当なし 該当なし 該当なし 該当なし 該当なし 

輝度プレ

ゼンス 
X X X X 該当なし 該当なし 該当なし 該当なし 該当なし 

コントラ

スト・プ

レゼンス 

X X X X 該当なし 該当なし 該当なし 該当なし 該当なし 

エッジ・

プレゼ 

ンス 

X X X X 該当なし 該当なし 該当なし 該当なし 該当なし 

輪郭プレ

ゼンス 
X X X X X X X X X 

カラー・

プレゼ 

ンス 

X X X X 該当なし 該当なし 該当なし 該当なし 該当なし 

測定幅 X X X X X X X X 該当なし 

測定高さ X X X X X X X X 該当なし 

測定直径 X X X X X X X X 該当なし 

パターン

位置 
該当なし X X X X X X X X 

エリア 

(ブロブ) 

位置 

該当なし X X X X X X X 該当なし 
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エッジ 

位置 
該当なし X X X X X 該当なし X X 

輪郭位置 X X X X X X X X X 

 

注 

以下の値が、合格/検出フィールドで有効です： 

バイナリ値 (10 進相当) 意味 

00 (0) 未検出 

10 (2) 検出したが不合格 

11 (3) 検出、合格 

 

Checker の実装 

Ethernet 現場プロトコル・サブシステム 

Ethernet Factory Protocol (EFP) サブシステムは、Checker 製品用に実装されている、 

すべての “工場現場” Ethernet 作業用プロトコルのグループ化された実装です。 

現在、これには EtherNet/IP と PROFINET が含まれています。 

このサブシステムは、共通インターフェースに抽象化されます。このインターフェース

は、初期化、イベントのトラフィック追跡、データフローの共通の方法となります。 

このインターフェースは、両方向へ抽象化されます。まず、Checker のコア・アーキ 

テクチャから EFP サブシステムの詳細を抽象化します。さらに、EFP サブシステムの 

プロトコルから、Checker のコア・アーキテクチャの詳細も抽象化します。 
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一般に、ある時点で動作しているプロトコルは 1 つだけです。EFP サブシステムの 

中心は Checker オブジェクトです。Checker オブジェクトは、Checker で使用可能なす 

べてのデータや機能 (少なくとも、Ethernet の工場プロトコルを通じて、エンドユーザ 

ーが操作できるすべて) をモデル化します。Checker オブジェクトによって、Checker 

デバイスは、使用している工場プロトコルの種類に関わらず、共通のデータや動作を持

つことができます。 

 

汎用的な暗示的メッセージング接続の確立 

まだ AOP または EDS のファイルをインストールしていなくても、このセクションの説明 

に従って Checker を使用することができます。Checker と ControlLogix コントローラの 

EFP サブシステム抽象化 

コア・アーキテクチャの抽象化 

EFP インターフェース 

コア・アーキテクチャ 

初
期

化
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間で EtherNet/IP 暗示的メッセージング接続を設定するには、まず Checker センサーを 

ControlLogix I/O の構成ツリーに追加する必要があります。これは、Rockwell が提供 

する汎用プロファイルで実現できます。 

ControlLogix PLC で、汎用暗示的メッセージング接続を確立するには： 

1. RSLogix5000 を起動して、プロジェクトをロードします (あるいは、[ファイル] -> 

[新規作成…] と選択して新規に作成)。 

2. I/O 構成ノードのプロジェクトの Ethernet モジュールで、[Ethernet] ノードを選択 

してから、アイコンを右クリックし、メニューで [新規モジュール] を選択します： 

 

3. [Select Module] ダイアログボックスで、[Allen-Bradley Generic Ethernet Module] 

を選択します。 
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4. 選択が終わると、Generic Ethernet モジュールの設定ダイアログボックスが表示 

されます。以下のように、設定します： 

• モジュール名を指定します。 

• Checker の IP アドレスを入力します。 

• 通信フォーマットを[データ – INT] に設定します。これで、モジュールは 

データを 16 ビット整数の配列として扱います。 

• 入力アセンブリ：インスタンスを 11 に設定します。サイズを、PLC に受信さ 

せたい入力アセンブリ・データの量に設定します。サイズは、最低でも 5 ワード 

(5*16 = 80 ビット) 必要です。同様にセンサーからのデータも受信したい 

場合は、サイズをセンサー当たり 16 バイト単位で増やします (8*16-ビット単位 

= 8 ワード)。最大で 26 センサーからのデータを受信できます (214 ビット、 

下の図を参照)。 

• 出力アセンブリ：インスタンスを 21 に設定します。サイズを 3 つの整数に設定 

します。このサイズは、すべての必要な｢制御｣データ/コマンドを Checker 

へ送信できるサイズです。 

• アセンブリの設定：インスタンスを 1 に設定します。サイズをゼロ (使用しない) 

に設定します。 
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5. 最後のステップは、接続レートの設定です。データを送信/受信するレートは、

要求パケット間隔 (RPI) として定義します。RPI は、接続を通じてデータが 

送信/受信される頻度を定義します。ネットワークのパフォーマンスを最適化す

るために、このレートは該当するアプリケーションが絶対的に必要とする値より

低く設定してください。いかなる場合でも、PLC ラダー・プログラムの平均スキ 

ャンレートの ½ より低くは設定しないでください。それより低く設定すると、 

帯域が無駄になり、処理パフォーマンスは改善されません。 

注 

Checker とこれらの PLC タグ値の間には時間のディレイがあります (設定済みの RPI 

に基づく)。すべての PLC ラダーに書き込まれるには、この時間のディレイを考慮 

する必要があります。 
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6. ControlLogix に汎用モジュールを追加すると、以下のように I/O ツリーが表示 

されるはずです。 

 

7. 汎用モジュールが I/O ツリーに追加されると、RSLogix 5000 は Checker 

センサーの入力および出力のデータをマッピングするためのタグを追加します 

(つまり、Checker センサーの入力および出力のアセンブリ・オブジェクト)。 

これらのタグは、プロジェクト・ツリーの [コントローラ・タグ] ノードに 

あります。 

注 

これらのタグのベース名は、前に I/O 構成に追加した汎用モジュールに与えた名前 

になります。 
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タグは、次の 3 つのグループで編成されます：構成の “Checker_1:C”、入力の 

“Checker_1:I”、出力の “Checker_1:O” です。構成タグは無視できます (未使用)。 
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入力タグは、受信するすべてのデータを表します (Checker から受信)。出力タグは、 

送信するすべてのデータを表します (Checker へ送信)。 

これらのタグは、Checker アセンブリ・オブジェクトのコンテンツを表すデータテ 

ーブルです。PLC ラダーに書き込まれて、これらのタグの値にアクセスできるように 

なります。これらのタグの値を監視または変更することで、実際には PLC ラダーが 

Checker アセンブリ・オブジェクトのコンテンツを監視または変更します。 

汎用暗示的メッセージング接続データへのアクセス 

Checker のアドオン・プロファイルとは違って、汎用プロファイルは、アセンブリ・ 

オブジェクト内の個別のデータ項目を表す汎用的な名前付きタグを自動的には生成し

ません。代わりに、定義した接続のサイズに従って、単にデータの配列を生成するだ

けです。 

アセンブリ・オブジェクト内の個別のデータ項目にアクセスするには、汎用プロファイ

ルが提供するタグ配列内で、正しいタグのオフセットやデータのサブタイプ (必要な 

場合) を手動で選択する必要があります。これは面倒な作業であり、アセンブリ・オブ 

ジェクトを定義するベンダーのドキュメントを手動で参照する必要があるため、間違い

を起こしやすいです。 

注 

入力タグ “Checker_1:I.Data[0]” の開始は、直接 Checker 入力アセンブリにマッピング 

されます。同様に、出力タグ “Checker_1:O.Data[0]” の開始は、直接 Checker 出力アセン 

ブリにマッピングされます。 

例 

出力アセンブリ・トリガ―有効：出力アセンブリのワード 0 のビット 0 です。Checker 

の出力タグ配列から、ワード 0 のビット 0 を選択します。 
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デバイス・アクセス・コード 

以下のテーブルには、Checker センサーのアクセス・コードをまとめています。 

 EtherNet/IP ベンダー ID EtherNet/IP 

デバイス・タイプ 

EtherNet/IP 

製品コード 

Checker 4G1 0x2a6 0x306 0x601 

Checker 4G7 0x2a6 0x306 0x607 

 

サンプルのプログラムは、次のリンクから入手できます： 

EIP サンプル：http://www.cognex.com/support/downloads/File.aspx?d=2469 

 

http://www.cognex.com/support/downloads/File.aspx?d=2469
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PROFINET 
PROFINET 

は、産業用自動化アプリケーションで使用されるアプリケーション・レベルのプロトコ

ルです。このプロトコルは、標準 Ethernet のハードウェアおよびソフトウェアを 

使用して、I/O データ、アラーム、診断を交換します。 

Checker は PROFINET I/O をサポートしています。これは、PROFINET 通信基準に含 

まれている 2 つの｢ビュー｣のうちの 1 つです。PROFINET I/O は、循環的 

なデータ送信を行って、Ethernet 経由でプログラマブル・ロジック・コントローラ (PLC) 

とデータ交換を行います。標準 PROFINET CBA (コンポーネント・ベースの自動化) の 2 

番目の｢ビュー｣はサポートされていません。 

慎重な努力を行って、Checker PROFINET 通信モデルを Cognex In-Sight ファミリーと 

マッチさせています。In-Sight の顧客は、Checker ファミリーと快適に連携できることを 

体験できます。 

PROFINET との連携を有効にするには、以下のステップを実行します： 

• Siemens Step 7 プログラミング・ソフトウェア (SIMATIC) がインストールされてい 

ることを確認します。 

• Checker デバイスが Siemens Software ツールによって認識されるように 

設定します。 

Generic Station Description (GSD) ファイルをインストールします。 

• Checker GUI で PROFINET を有効にします。 

 

Checker GUI で PROFINET を有効にする 

デフォルトでは、Checker では PROFINET プロトコルは無効になっています。このプロト 

コルを Checker GUI で有効にすることができます。以下のステップを実行します： 
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1. 上のメニュー・バーで、[Checker] をクリックします。 

2. [Checker の設定] を選択します。 

 

3. ポップアップ表示される Checker 設定ウィンドウで、[プロトコル設定] 

をクリックし、[PROFINET] を選択します。 

 

4. [OK] をクリックします。 

変更を有効にするために、センサーは自動的に再起動します。 



 

Checker® 4G 通信およびプログラムガイド 

9/3/2014|バージョン 4.1 

ペ ー ジ  | 54 

PROFINET 

PROFINET の設定 

以下のステップを実行して、PROFINET をセットアップします： 

1. SIMATIC がマシンにインストールされていることを確認します。 

2. Windows のスタート・メニューで、SIMATIC Manager を起動します。 

 

3. 既にプロジェクトがある場合は、[Cancel] をクリックして、新規プロジェ 

クト・ウィザードを省略します。それ以外の場合は、ウィザードによって新規プ

ロジェクトの作成を進めてください。 

4. Manager によってプロジェクトが開かれたら、[Hardware] アイコンをダブ 

ルクリックして、[HW Config] ダイアログ画面を開きます。メインメニューで、 

[Options]  [Install GSD File…] と選択します。 



 

Checker® 4G 通信およびプログラムガイド 

9/3/2014|バージョン 4.1 

ペ ー ジ  | 55 

PROFINET 

 

5. GSD ファイルがインストールされた場所を参照します (ウェブからダウンロー 

ドした場合は、GSD ファイルを保存した場所)。 

 

6. インストールしたい GSD ファイルを選択し、表示される指示に従って、 

インストールを完了させます。 
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注 

リストには、複数の GSD ファイルが表示されている可能性があります。 

どれをインストールすればよいか不明な場合は、最も日付が新しいファイルを選

んでください。 

 

 

7. Checker センサーをプロジェクトに追加します。この操作で、Checker がハード 

ウェア・カタログで使用できるようになります。SIMATIC Hardware Config ツー 

ルを起動します。 

8. メインメニューで、[ Catalog の表示] を選択します。 

9. カタログが表示されます。[PROFINET IO] ツリーを展開して、[Cognex Checkers] 

ノードを表示させます。 
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10. 左マウスボタンで、Checker センサーをドラッグして、左のペインにある 

PROFINET IO ネットワークの記号にドロップします。 

注 

PDEV オブジェクトは現在はサポートされておらず、将来の参考として予約され 

ています。 

 

 

HW Config ツールは、自動的に Checker I/O モジュールをメモリ空間にマッピ 

ングします。 

11. Checker アイコンを右クリックして、[オブジェクトのプロパティ…] を選択 

します。 
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12. センサー名を指定します。これは、実際の Checker センサーの名前と一致 

している必要があります。また、名前は一意であり、DNS 命名規則に適合している 

必要があります。詳細は、SIMATIC ソフトウェアのヘルプを参照してください。 

13. Checker センサーが独自の IP を使用するように設定されている場合は、[Assign 

IP address via IO controller] ボックスを選択解除します。それ以外の場合、PLC 

によって IP アドレスを割り当てたければ、[Ethernet] ボタンを選択して、 

該当するアドレスを設定します。 
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14. [IO サイクル] タブで、アプリケーションに適切なサイクル更新レートを 

選択します。 

 

15. デフォルトでは、SIMATIC ソフトウェアは User Data および Result Data 

のモジュールをオフセット 256 へマッピングします。これは、デフォルトの 

プロセスイメージ領域のサイズである 128 を超えています。つまり、 

デフォルトでは、これらのモジュールのデータは、BLKMOV などの一部の SFC 

からはアクセスできないことになります。解決策として、プロセスイメージ領域

のより低いオフセットへモジュールをマッピングし直すか、プロセスイメージ領

域を拡張してこれらのモジュールを含めるようにしてください。 

プロセスイメージ領域の拡張を選んだ場合は、モジュールのサイズに加えて、デ

フォルトで 256 のオフセットとなるように十分大きいサイズにしてください。 
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注 

プロセスイメージを拡張すると、PLC スキャンのサイクル時間のパフォーマンスに影響 

することがあります。スキャン時間が重要ではない場合は、許容される最小のモジュー

ルサイズを使用して、手動でプロセスイメージまで下げてください。 

モジュール 

Checker での PROFINET の実装は、以下の I/O モジュールによって構成されます： 

1. デバイス制御モジュール 

2. デバイス・ステータス・モジュール 

3. 取得制御モジュール 

4. 取得ステータス・モジュール 

5. 結果制御モジュール 
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6. 結果ステータス・モジュール 

7. 入力 

8. 出力 

9. センサー・メーター・モジュール 
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デバイス制御モジュール 

Checker デバイスを制御します。このモジュールは、PLC から Checker センサーへ 

送信されるデータで構成されます。 

スロット数： 1 

合計モジュールサイズ： 2 バイト 

ビット 名前 説明 

0 

Set Offline 

(オフライン

設定) 

このビットを設定すると、Checker はオフライン・モードに 

なります。これは、Checker がすべての活動を中断して、一切の 

制御コマンドに応答しなくなることを意味します。 

1 

Job Change 

(ジョブの 

変更) 

このビットは、ジョブを変更するために使用されます。PLC 

によってこのビットを 1 へ変更する前 (あるいは同時) 

に、ジョブ番号が入力されていることを確認してください。Ch

ecker から、Job Load Failed ビットまたは Job Load Complete 

ビットを受信した場合は、この Job Change (ジョブの変更) 

ビットを PLC で 0 に戻してください。0 に戻すと、Checker が 

Job Load Failed または Job Load Complete 

のビットをクリアします。 

注:いかなる産業用プロトコルでも、Checker 自体はジョブの 

変更のためにオフラインにする必要はありません。 

2 
Retrain 

(再登録) 
このビットは、センサーを再登録するために使用します。 

3 
Lights Off 

(照明オフ) 

Lights Off ビットを 1 に設定すると、ジョブの設定に関わらず、 

外部照明がオフになります。 
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4 
Volatile 

(変動) 

Volatile ビットを 0 に設定すると、ジョブに対して変更 

されないスタティックな結果データを選択します。これを 1 

に設定すると、製品によって異なる変動データが選択されます。 

8 – 15 
Job Number 

(ジョブ番号) 
Job Change (ジョブの変更) を参照 

デバイス・ステータス・モジュール 

Checker デバイスのステータスを表示します。このモジュールは、Checker デバイスから 

PLC へ送信されるデータで構成されます。 

スロット数： 2 

合計モジュールサイズ： 2 バイト 

ビット 名前 説明 

0 
Online 

(オンライン) 

Checker がオンラインであれば、この値は 1 であり、Checker 

はコマンドに応答します。それ以外は、値は 0 です。Set 

Offline (オフラインの設定) も参照してください。 

1 

Offline 
Reason 1 

(オフライン

の理由 1) 

これが 1 なら、センサーはオフラインです。これが 0 

なら、センサーはオンラインです。セットアップモード。 

2  

Offline 
Reason 2 

(オフライン

の理由 1) 

未使用です。 
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ビット 名前 説明 

3 

Offline 
Reason 3 

(オフライン

の理由 1) 

未使用です。 

4 

General Fault 

(一般的なフ

ォールト) 

常に 0 です。 

5 

Job Load 
Complete 

(ジョブのロ

ード完了) 

ジョブの変更が成功すると、このビットは 1 に変わります。 

このビットは Checker によって、自動的にはクリアされ 

ません。PLC で Job Change ビットを 0 に戻すと、Checker は 

Job Load Complete ビットをクリアします。 

6 

Job Load 
Failed 

(ジョブのロ

ード失敗) 

ジョブの変更が成功しなければ、このビットは 1 に変 

わります。このビットは Checker によって、自動的にはク 

リアされません。PLC で Job Change ビットを 0 に戻すと、 

Checker は Job Load Failed ビットをクリアします。 

7 

Retrain 
Completed 

(再登録完了) 

これが 1 であれば、センサーの再登録操作は正常に完 

了です。 

8 
Retrain Failed 

(再登録失敗) 
これが 1 であれば、センサーの再登録操作は失敗です。 
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ビット 名前 説明 

9 

Observer 

(オブザーバ

ー) 

これが 1 であれば、PROFINET コントローラは Checker 

のステータスを変更することができず、その状態を観察する

ことができるだけです。Observer ビットは PC アプリケーシ 

ョンでのみ設定できます ([Checker] -> [Checker の設定] -> 

[プロトコル設定)。詳細情報は、付録 A – プロトコル設定、 

オブザーバ・ビットの変更を参照してください。 

取得制御モジュール 

画像の取得を制御します。このモジュールは、PLC から Checker デバイスへ送信 

されるデータで構成されます。 

スロット数： 3 

合計モジュールサイズ： 1 バイト 

ビット 名前 説明 

0 
Trigger 

(トリガ) 

このビットを設定すると、以下の条件が満たされた場合に、取

得がトリガされます： 

• Trigger Enable (トリガ有効) が設定されている 

• 現在、取得が行われていない 

• デバイスは、トリガの準備ができている 

1 

Trigger 
Enable 

(トリガ有効) 

このビットを設定すると、PROFINET 経由のトリガが有効 

になります。このビットをクリアすると、トリガは無効に

なります。 

2 – 7 予約済み 将来の使用のため予約済み 
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取得ステータス・モジュール 

実際の取得ステータスを示します。このモジュールは、Checker デバイスから PLC 

へ送信されるデータで構成されます。 

スロット数： 4 

合計モジュールサイズ： 3 バイト 

ビット 名前 説明 

0 

Trigger Ready 

(トリガ・レ

ディ) 

デバイスが新しいトリガを受信できる準備ができていること

を示します。Trigger Enable が設定されていると、 

このビットが true になり、デバイスが新しいトリガを受信 

できる準備ができています。 

1 
Trigger Ack 

(トリガ確認) 

Checker が新しいトリガを受信し、トリガ処理が始まっている 

ことを示します。Trigger ビットが true であれば、このビッ 

トも true のままです (つまり、Trigger ビットとのインタ 

ーロック)。 

2 
Acquiring 

(取得) 
Checker が、現在取得を実行していることを示します。 

3 
Missed Acq 

(確認失敗) 

Checker が正常に取得をトリガできなかったことを示します。 

次に正常に取得が行われると、このビットはクリアされます。 

4 – 7 予約済み 将来の使用のため予約済み 

8–23 Acquisition ID 

次に発行されるトリガの ID 値 (16 ビット整数)。発行された 

トリガと、後で受信した対応する結果データの一致で使用。

この同じ値が、結果データの Result ID で返されます。 
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結果制御モジュール 

結果データの処理を制御します。このモジュールは、PLC から Checker センサーへ送信 

されるデータで構成されます。 

スロット数： 5 

合計モジュールサイズ： 1 バイト 

 

ビット 名前 説明 

0 

Results 
Buffer 
Enable 

(結果バッ

ファ有効) 

結果データのキューを有効にします。有効であれば、実際の結果

データは、確認済みのままになります (新しい結果が届いても)。 

新しい結果はキューに入ります。実際の結果が確認されるたび

に、結果の次のセットがキューから取り出されます (Result Data 

モジュールで使用可能)。Checker は、Results Available ビットを 

クリアして、確認に応答します。Results Ack ビットがクリア 

されると、次のセットの読み取り結果が登録され、Results 

Available が true に設定されます。結果のバッファリングが 

有効でなければ、単に新しく受信した読み取り結果で、Result 

Data モジュールのコンテンツが上書きされます。 

1 
Results Ack 

(結果確認) 

このビットは、最後の結果データを PLC が正常に読み込んだ 

ことを示します。true に設定すると、Result Available ビットが 

クリアされます。使用できるのは、結果のバッファリングが有

効である場合だけです。 

2 – 7 予約済み 将来の使用のため予約済み 
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結果ステータス・モジュール 

取得および結果のステータスを表示します。このモジュールは、Checker デバイスから 

PLC へ送信されるデータで構成されます。 

スロット数： 6 

合計モジュールサイズ： 3 バイト 

ビット 名前 説明 

0 
Part Detect 

(製品検出) 

製品検出センサーが正常なら、この値は 1 のままです。 

成功しなかった場合、値は 0 に設定されます。Results 

Available が 1 であれば、有効です。 

1 
Inspecting 

(チェック) 
Checker がチェック中であれば、この値は 1 です。 

それ以外、この値は 0 です。 

2 

Inspection 
Complete Toggle 

(チェック完了ト

グル) 

チェックが完了すると、値が変化します。 

3 

Results Buffer 
Overrun 

(結果バッファ・

オーバーラン) 

このビットが有効であるのは、結果バッファリング 

(Buffer Result Enable = 1) の場合だけです。 

最後のチェック結果に対するバッファがない場合、値が 

1 に変わります。 

4  
Results Available 

(結果使用可能) 

チェックが完了すると、値が 1 に変化します。Inspection 

Complete Toggle (チェック完了トグル) も参照 

5 
Any Fail 

(いずれか不合格) 

実際のジョブで定義されているセンサーのうち、少なく

とも 1 つに関するチェックが成功しなかった場合、値は 

1 になります。これの反対は、All Pass (すべて合格) 

です。すべてのセンサーのチェックが合格すると、値は 
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ビット 名前 説明 

0 になります。 

このビットが有効であるのは、Result Available が 1 

である場合です。 

6 
All Pass 

(すべて合格) 

実際のジョブで定義されているセンサーのすべてについ

てチェックが成功した場合、値は 1 になります。 

いずれかのセンサーで検チェックが成功しなかった場合、

値は 0 になります。これの反対は、Any Fail 

(いずれか不合格) です。 

このビットが有効であるのは、Result Available が 1 

である場合です。 

7 

- 

22 

Result ID Register 

(結果 ID 

レジスター) 

このビットは、Acquisition ID とペアです。 

 

入力モジュール 

スロット数： 7 

合計モジュールサイズ： 3 バイト 

ビット 名前 説明 

0 – 23 入力 0 ～ 23 これらのビットは、Checker GUI のラダーロジック 

として使用されます。 
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出力モジュール 

スロット数： 8 

合計モジュールサイズ： 3 バイト 

 

ビット 名前 説明 

0 –23 出力 0 ～ 23 

これらのビットの機能は、Checker GUI で変化します。 

以下の仮想出力のいずれかになります： 

• Part Detect (製品検出) 

• All Pass (すべて合格) 

• All Fail (いずれか不合格) 

• Coil (コイル) 

• External Trigger (外部トリガ) 

• External Retrain Pass (外部再登録の成功) 

• External Retrain Fail (外部再登録不合格) 

• Job Change Pass (ジョブ変更の成功) 

• Job Change Fail (ジョブ変更不合格) 

これらのビットが有効であるのは、Result Available が 1 

である場合だけです。 
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センサー・メーター・モジュール 

スロット数： 9, 10, 11 

合計モジュールサイズ： 256 バイト 

Checker デバイスを HW Config に追加しても、センサー・メーター・モジュールは 

自動入力されません。手動で追加する必要があります。PROFINET パケットのサイズを 

最小にするために、自動入力されません (PLC メモリの使用量とネットワークのトラフ 

ィックを最適化)。ジョブで最小のモジュール数を選択することを強く推奨いたします。 

センサー・メーターの情報については、スタティック・データおよび変動データの概要

セクションを参照してください。 

注 

PROFINET でセンサーメーター値が使用できる順番は、センサー・メーター・テーブル 

で設定したセンサーの順番で決まります。モジュールの場所は厳密です：  

• データ・カテゴリー 1 からのモジュールは、スロット 9 にだけ配置できます。 

• データ・カテゴリー 2 からのモジュールは、スロット 10 にだけ配置できます。 

• データ・カテゴリー 3 からのモジュールは、スロット 11 にだけ配置できます。 

 

操作 

取得シーケンス 

Checker は、アセンブリ・オブジェクトを通じて、画像取得を明示的にトリガすること 

ができます。 

起動時には、TriggerEnable 属性は false です。トリガを有効にするには、true 

に設定する必要があります。デバイスがトリガを受信できるようになると、AcqStatusRe

gister の Trigger Ready ビットが true に設定されます。 
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TriggerEnable 属性が true で、Trigger Ready ビットが true であると、Trigger 属性が 0 から 

1 に変わったことを Checker オブジェクトが確認するたびに、画像取得が始動 

されます。アセンブリ・オブジェクトでこれを設定すると、AcqStatusRegister の Trigger 

Ack ビットで同じ値が確認されるまで、属性は新しい状態を保持します (これは、その 

変更が Checker オブジェクトで確認されることを保証するハンドシェークです)。 

取得中に、AcqStatusRegister で Trigger Ready ビットがクリアされ、Acquiring ビットが 

true に設定されます。取得が完了すると、Acquiring ビットがクリアされ、取得シ 

ステムの新しい画像取得の準備ができると Trigger Ready ビットが true に設定されます。 

トリガのメカニズムを強制的にリセットするには、AcqStatusRegister が 0 に設定されな 

くなるまで、TriggerEnable 属性を false に設定します。その後、TriggerEnable を true 

に設定して、取得を再度有効にすることができます。 

トリガが使用できるのは、Checker が外部トリガモードである時だけです。結果のバッ 

ファリングが無効である場合の一般的な取得シーケンスの概要は、下の図を参照してく

ださい。 
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注 

｢いずれか不合格｣、｢すべて合格｣、｢製品検出｣、｢出力 0 - 7 ライン｣の状態は、 

チェックの結果によります。示されている状態は、あくまでもサンプルです。   

 

Results Buffer Enable=false であると、｢Results Avail Ack｣および｢Results Buffer 

Overrun｣が無効になります。最初に結果が設定された後、｢Results Avail｣は true 

のままになります。Inspection Complete Toggle を使用すると、IO バッファから PLC 

メモリへの結果をゲートすることができます。  

Trigger Enable = true かつ Trigger Ready == false で、トリガの立ち上がりエッジが発生 

すると、Missed Ack は true になります。Missed Ack は、取得が成功するまで true 

のままです (Trigger Ready == true で、トリガの立ち上がりエッジが発生している場合)。 
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Set Offline が true であるか、Checker アプリケーションがセットアップ・モードに 

なると、Online が false になり、Offline Reason 1 が true になります。 

Trigger Enable が true になるのは、Online が最初に true になる時だけです。Trigger Ready 

に必要な信号のいずれかが true になると、Trigger Enable = true になります。 

Trigger Ready が true になるのは、Online = true で、Trigger Enable = true で、Acquiring = 

false で、取得バッファが使用可能である場合です。 

Trigger Ready が true になると、Trigger が true になります。Trigger Ack が true 

になると、Trigger は false になるはずです。Trigger の立ち上がりエッジが true 

になると、Trigger Ready が false になり、その結果として Acquiring が true になります。 

シーケンス中、入力 0 ラインは任意の状態になります。Acquiring 信号の立ち上 

がりエッジの値が、使用される値です。 

Trigger が true になると、Trigger Ack が true になります。Trigger Ack が false 

になると、Trigger が false になります。 

Trigger Ready == true であると、Trigger 信号の立ち上がりエッジ後は、Acquiring は true 

になります。取得とは、カメラが写真を撮り、画像が取得バッファに移動することを意

味します。取得の立下りエッジは、Acquisition ID のゲート信号であり、これによってチ 

ェックが true になります。 

[トリガ] 取得信号が false になると、Acquisition ID は有効のままです。この数は、 

[チェック] Results ID の同じ数を使って、取得した画像とチェック出力を一致させるの 

に使われます。 

次のプロセスがパイプラインでつながっているので、取得が false になると、 

すぐにチェックが true になります。チェックの立下りエッジは、Results ID 

およびすべての結果データのゲート信号です。Inspection Complete Toggle および Results 

Avail は、チェックの立下りエッジで有効になります。 
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Results Available、Results ID、｢いずれか不合格｣、｢すべて合格｣、｢製品検出｣、出力 0 – 

7の立下りエッジ前は、有効のままです。チェックの立下りエッジでは、Inspection 

Complete Toggle の状態が変化し、Results Available が true になります。Results ID 

の値は、一致するカメラ画像の [トリガ] Acquisition ID の値と同じになります。 

Inspection Complete Toggle は、チェックの立下りエッジと同時に変化します。Results ID 

は、Results Available が true になるたび (つまり、Inspection Complete Toggle 

の状態が変化) に増えます。 

[チェック] Results Available はチェックの立下りエッジにすぐに従い、true になるのは、 

結果データが安定して有効である間だけです。 

 

注 

最初の結果の後、Results Buffer Enable = false となると、Results Available 信号は必ず true 

です。Inspection Complete Toggle を有効信号として使用し、IO 結果バッファからの 

新しい結果データを PLC メモリにコピーできます。 

 

Results Buffer Enable = false であれば、Results Ack は使用されません。 

Results Buffer Enable = false であれば、Results Buffer Overrun は使用されません。 

 

チェック/結果シーケンス 

画像を取得した後、チェックを行います。チェック中は、結果ステータス・モジュール

の Inspection ビットがセットされます。チェックが完了すると、Inspecting ビットが 

クリアされ、Inspection Completed がトグルされます。 

Results Buffer Enable ビットによって、センサーによってチェック結果がどの 

ように処理されるかが決まります。Results Buffer Enable ビットが false に設定されると、 
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チェック結果はただちに結果モジュールに配置され、Results Available が true 

に設定されます。 

Results Buffer Enable ビットを true に設定すると、新しい結果はキューに入ります。 

クライアントが Results Ack ビットを true に設定して確認するまで、以前のチェック 

結果は結果モジュールに残ります。Results Available ビットをクリアした後、クライア 

ントは Results Ack ビットを false に戻して、次にキューにある結果が結果モジュールに 

入れるようにする必要があります。これは、Checker クライアント (PLC) によって 

結果が受信されることを保証するために必要なハンドシェークです。 

チェックステータスレジスターの挙動 

 

ビット ビット名 
バッファリング

無効時の結果 
バッファリング有効時の結果 

1 
Inspecting 

(チェック) 

画像のチェック

時にセット 
画像のチェック時にセット 

2 

Inspection 
Complete 

(チェック

完了) 

画像のチェック

完了時にトグル 
画像のチェック完了時にトグル 

3 

Results 
Buffer 
Overflow 

(結果バッフ

ァ・オーバ

ーフロー) 

ゼロにセットさ

れたまま 

クライアントが前の結果を確認できなかったた

めにチェック結果をキューに入れることができ

なかった場合にセットされます。チェック結果

が正常にキューに入ればクリアされます。 
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ビット ビット名 
バッファリング

無効時の結果 
バッファリング有効時の結果 

4 

Results 
Available 

(結果使用

可能) 

最初のチェック

の後 true 

になり、その後

も true 

のままです。 

新しい結果が、結果モジュールに配置される

と設定されます。Results Ack によって、 

バッファにあるすべての結果が確認されるま

で (1 つづつ)、設定されたままになります。 

結果のバッファリング 

チェック結果に対してキューを有効にするオプションがあります。有効にすると、クラ

イアント (PLC) に読み取るための時間ができるまで、有限の数のチェック結果デー 

タがキューに入ります。これは、短い期間の間、クライアント (PLC) がスローダウ 

ンする場合、あるいは読み取り操作の急激な増加がある場合に、データの流れを円滑に

するのに有益です。 

また、結果バッファリングが有効であれば、デバイスは取得やチェックの操作の重複を

許可します。アプリケーションによっては、これを使用して、全体としてより高速なト

リガレートを実現することも可能です。詳細な説明は、前述の取得シーケンスの説明を

参照してください。 

一般に、結果が送信されるより速く書き込み (新しい結果) が発生する場合、バッファ 

リングの有無による主な差異はどの結果が無視されるかです。バッファリングが有効で

なければ、最も新しい結果が保持され、以前の結果 (PLC が十分速く読み取れなかった) 

は失われます。実質的には、単に最も新しい結果が以前の結果を上書きすることになり

ます。バッファリングが有効であれば (および、キューが満杯)、結果キューに十分な空 

きができるまで、最も新しい結果が無視されます。 

下の図に示されているように、A Acq に対応する最初の結果が、結果バッファおよび 

出力ラインに移動します。これに続いて、B の結果が結果バッファへ移動しますが、 
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出力ラインには引き続き A の結果が残ります。PLC が A の結果を読み取ると、 

バッファおよび出力ラインから消えます。 

 

Siemens の例 (S7-300)  

このセクションでは、Checker を Siemens S7-300 PLC と共に使用するい 

くつかの例を説明します。S7-300 および SIMATIC プログラミング・ソフトウェアを 

知っていると想定しています。対応するサンプルのプログラムは、次のリンクから入手

できます： 

• PROFINET 

のサンプル：http://www.cognex.com/support/downloads/File.aspx?d=2470 

シンボル・テーブル 

必須ではありませんが、Checker I/O モジュール要素のシンボルを定義しておくと、 

非常に便利です。こうすることで、コードが非常に読みやすくなり、間違いも減ります。 

このサンプル・テーブルは、Checker センサーの一般的なインスタンスに対して定義 

されたシンボルを示しています。Checker I/O モジュールは、お客様が使用している 

http://www.cognex.com/support/downloads/File.aspx?d=2470
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プロジェクトとは別のアドレスである可能性もあることに注意してください。必ず、I/O 

モジュールに固有のオフセットに基づいて、シンボルの定義を調整してください。 

名前 データタイプ アドレス コメント 

TEMP  0.0  

OB1_EV_CLASS バイト 0.0 ビット 0-3 = 1 (受信イベント)、 

ビット 4-7 = 1 (イベント・クラス 1) 

OB1_SCAN_1 バイト 1.0 1 (コールドスタート スキャン 1 / OB 

1), 3 (スキャン 2-n / OB 1) 

OB1_PRIORITY バイト 2.0 OB 実行の優先度 

OB1_OB_NUMBR バイト 3.0 1 (組織ブロック 1、OB1) 

OB_RESERVED_1 バイト 4.0 システム予約済み 

OB_RESERVED_2 バイト 5.0 システム予約済み 

OB1_PREV_CYCLE 整数 6.0 前の OB1 スキャンのサイクル時間 

(ミリ秒) 

OB1_MIN_CYCLE 整数 8.0 OB1 の最小サイクル時間 (ミリ秒) 

OB1_MAX_CYCLE 整数 10.0 OB1 の最大サイクル時間 (ミリ秒) 

OB1_DATE_TIME Date_And_Time 12.0 OB1 開始の日時 

L_InitVars ブール型 20.0  

L_AfterFB4 ブール型 20.1  

L_MultiTriggerPrev ブール型 20.2  
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名前 データタイプ アドレス コメント 

L_T0Prev ブール型 20.3  

L_Sink ブール型 20.4  

 

変数テーブル 

それぞれのサンプル・プログラムには、少なくとも 1 つの変数テーブルが含まれていて、 

プログラム実行中にサンプル・プログラムに存在する変数の値を監視、変更するのに使

用できます。 

たとえば、Example_job_change プログラムの変数テーブルを開くには、プログラムの 

ブロックを開いて、VAT_1 (変数テーブルのファイル) をダブルクリックします。 

ブロックについては、下のスクリーンショットを参照してください。 
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これと類似の編集可能なテーブルがポップアップ表示されます：
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注 

PROFINET プログラムを実行するには、PROFINET が有効で、Checker が実行モードである 

必要があります。｢バッファリングなしのトリガ (Triggering without Buffering)｣や｢バッ 

ファリングありのトリガ (Triggering with Buffering)｣のサンプル・プログラムを 

実行する場合、外部トリガモードが有効であることを確認してください。 

バッファリングなしのトリガ 

以下のステップを実行して、“Example_tr_non_buf” サンプル・プログラムをインスト 

ールします： 

1. SIMATIC Manager ソフトウェアを起動します。 

2. 開いているアプリケーションがあれば、閉じます。 

3. メインメニューで、[ファイル]  [抽出…] と選択します。 

4. 参照して、PC でサンプルファイルがある場所を探します。 
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5. Siemens フォルダを探し、“Example_Tr_Non_Buf.zip” ファイルを選択します。 

 

6. プロジェクトを PC 上に保存するディレクトリを選択します。 
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Siemens ソフトウェアが、サンプルのアーカイブを抽出し、使用可能にします。 

この場合、言語の設定が原因で、Siemens S7 PLC プロジェクトを開く際に問題 

が発生しますので、以下のステップを実行してください： 

1. C:\Program Files\Siemens\Step7\S7Proj フォルダ (デフォルト) へ移動 

するか、プロジェクトを保持している場所へ移動します。 

2. グローバル・フォルダを開きます。 

3. 自分の地域の設定を含んでいる言語ファイルを開きます。 

4. コンテンツをコピーします。 

5. 受け取ったプロジェクトへ移動し、言語ファイルを開いて、コンテンツ

を上書きします。 

6. プロジェクトを開けることを確認してください。 

開いた後に、サンプル・プログラムを実行するには、PLC へダウンロードしてから、 

F_Trigger の値を 1 に設定します。 

基本に戻ると、バッファを使用しない外部トリガの処理は、以下のようになります： 

1. センサーで、外部トリガを有効にします。 
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2. トリガ信号を設定して、取得を開始します。 

 

3. トリガ信号が確認されたら、すぐにトリガ信号をクリアします。 

 

4. 取得失敗をチェックします (失敗はないはずです)。 

 

バッファリングありのトリガ 

バッファリングを行う主な理由は、PLC が結果を読み取る速度より、Checker のトリガが 

速い場合に、一部の結果を Checker に保存しておくことができるからです。この場合、 

Acquisition ID と Result ID が同期していない可能性もあります。 

バッファリングなしのトリガセクションでの説明と同様に、“Example_tr_buf.zip” ファイ 

ルを選択することで、“Example_Tr_Buf” サンプル・プログラムをインストールして、 

実行します。 
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基本に戻ると、バッファを使用する外部トリガの処理は、以下のようになります： 

1. センサーで、外部トリガを有効にします。 

 

2. バッファリングをオンにします。 

 

3. トリガ信号を設定して、取得を開始します。 

 

4. トリガ信号が確認されたら、すぐにトリガ信号をクリアします。 

 
5. Results Available (Checker が送信) が高であれば、  
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一部の結果がまだ PLC によって読み込まれていないことを意味します。 

ResultAvailableAck を設定して、読み込みます。 

ResultAvailable が低であれば、resultAvailableAck を低に設定して、 

次に利用可能になった時に PLC が読み取り準備可能となるようにします。 

 
 

6. 取得失敗をチェックします (失敗はないはずです)。 

 

ジョブの変更の例 

このプログラムは、ジョブ制御テーブルから Checker へ、ジョブをロードします。 

(これは、PC アプリケーションの Checker 設定メニューにあります。) 

バッファリングなしのトリガセクションでの説明と同様に、“Example_Jobchange.zip” 

ファイルを選択することで、“Example_job_change” サンプル・プログラムをインスト 

ールして、実行します。 
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基本に戻ると、ジョブの変更の処理は、以下のようになります： 

1. M0.0 を手動でトリガして、JobChange を開始します。JobNumber は 0 

から増えます。 

 
2. 最新の F_JobNumber を Checker にロードすると、  

次のジョブの変更プロセスでこの値が 1 だけ増えます。 

 



 

Checker® 4G 通信およびプログラムガイド 

9/3/2014|バージョン 4.1 

ペ ー ジ  | 89 

PROFINET 

3. 安全なネットワーク。Q_JobChange が高のままであるが、アクティブな 

ジョブの変更がない場合は、0 に戻します。 

 
4. ジョブの変更について、Checker から PLC が情報を受信したら、DIAG 

ビットを正しく設定します。これの背後にある理由は、Checker と PLC 

が対応するビットを非常に素早く戻すので、目で結果を確認することができ

ないからです。DIAG ビットは、次のジョブの変更が始まるまで、この値を 

保持します。 

 
5. ジョブの変更について、Checker から PLC が情報を受信したら、DIAG 

ビットを正しく設定します。JobLoad_Complete または JobLoad_Failed 

が高であれば、JobChange も完了です。 
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6. ジョブの変更が完了して、Q1.1 を 0 に戻すと、PLC は次のジョブの変更の 

準備完了です。 

 

UDT の使用 

提供されるサンプルで、I/O アドレスの開始値は事前に定義されており、これは HW 

Config ビューで確認できます。HW Config ビューについては、下のスクリーンシ 

ョットを参照してください。 
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別のハードウェア構成 (たとえば、新たに Checker を追加して、既存のハードウェア 

構成を変更) を使用したい場合は、DB1 ブロックで I_Addr_Start および Q_Addr_Start 

の値を適切に設定する必要があります。 

 

また、Checker4G1 の代わりに Checker4G7 を使用したい場合もあります。この場合、 

まず、Checker4G1 を削除してから、Checker4G7 を追加して、HW Config ビューで 

Checker4G1 と Checker4G7 を交換する必要があります。最初に新しい Checker 

を追加してから、古いものを削除すると、ハードウェア構成での新しい Checker 

のハードウェアメモリが、DB1 ブロックでのメモリと対応しなくなります。 

トリガとジョブの変更を交互に連続させる 

この機能は、トリガとジョブの変更を連続的に実行し、2 つのイベントが重複しないこと 

を保証する方法を示しています。(これは、多数ある可能な解決策の 1 つです。) 

注:この例で、トリガ-ジョブの変更のサイクルは、連続的に実行されます。 

1. Trigger Enable (トリガ有効)：[トリガ有効] 信号を true (false であった場合) 

に設定し、Checker 側でトリガを有効にします。 

注:ローカルの F_Enable ビットを使用して、この機能を起動または停止 

します。 
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2. トリガ 

Trigger Ready の範囲が拡張され、Checker の新しい取得が準備完了 

である場合にだけ高になります (つまり、進行中の取得、ジョブの変更、 

再登録はない)。これに基づくと、Checker が準備完了であり、ローカルの 

Q_Trigger および Q_JobChange で重複する信号をチェックできるには、Trigger 

Readyの状態を知れば十分です。 

 

3. トリガ後にジョブの変更を開始する 

トリガをリセットし、PLC に Checker から Trigger へ適切なフィードバックが 

あった時 (Trigger Ack が高で、Trigger Ready も高) に、ジョブの変更を 

同時に開始します。 

 

4. ジョブのロード完了、またはジョブのロード失敗の処理：ジョブの変更が完了す

るのを待ちます。 
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注:ステップ 2 で、条件の 1 つは Q_JobChange が false であり、Checker が応答を 

Job change へ返した時 (完了または失敗) にだけ、PLC が false に設定 

することです。 

 

5. チェック結果のチェック 

Inspection Complete Toggle ビットの変化によって、新しく使用可能な値 

があることが分かります。PLC は、立ち上がりと立下りの両方のエッジを検出 

する必要があります。Inspection Complete Toggle が変化するたびに、すべての 

結果関連データ (製品検出、すべて合格、いずれか不合格、V0..V23 など) 

が最新の状態に更新されます。この段階で、PLC は すべて合格 および 

いずれか不合格 のビットの状態だけをチェックし、これに基づいて、カウン 

ターの値を増加させるか、結果 ID をローカル変数へ移動させます。 
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例に関する注 

PLC は短い間隔で値を定期的に上書きするので、特定の変数の値を効率的に変更するこ 

とは困難であることに注意してください。 

たとえば、以下のネットワークに存在する、トリガ出力 (Q3.0) を他の場所で変更 

することはできません： 
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たとえば、以下のネットワークに存在する、結果使用可能の確認 (Q4.1) を他の場所 

で変更することはできません： 

 

以下の例は、UDT データベースを使用した場合の上と同じ例を示しています： 

 

 

Checker と Siemens S7-1200 PLC の間での PROFINET 通信の作成 

このセクションでは、Checker を Siemens S7-1200 PLC と共に使用する方法を説明 

します。S7-1200 および Totally Integrated Automation (TIA) ポータルに 

ついては、知識があり、アクセス権もあると想定しています。 
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1. TIA ポータルで新しいプロジェクトを作成します。 

2. [デバイスとネットワーク] | [デバイスの設定] へ移動します。 

3. [新しいデバイスの追加] をクリックして、S7 PLC を設定します。 

4. [完了] をクリックすると、ポータルおよび内部の [DeviceView] へ移動できます。 

5. プロジェクトのメイン・ウィンドウで、[ネットワーク・ビュー] を選択します。 

6. [カタログ | ハードウェア・カタログ] へ移動します。 

7. other field devices/PROFINET IO/Sensors/Cognex Corp/Cognex ID 

Readers/Checker xxx で探して、そのオブジェクトをプロジェクトのメイン・ 

ウィンドウ (なるべく PLC 図面の近く) へドラッグ・アンド・ドロップします。 

注:そこでまだリーダーが使用可能でなければ、[オプション | General station 

description (GSD) ファイルのインストール] へ移動して、デバイスに付属 

している GSD ファイルをインストールします。これが完了したら、ステップ 7 

を繰り返します。 

8. Checker の画像 (画像の周囲に表示される青いボックス) をクリックしてから、 

緑色の小さい長方形 (画像付近のテキストの周囲ではなく) をクリックします。 

9. 下にある [プロパティ] タブにある、[全般] タブで、[Profinet インターフェース [X1]-

>Ethernet アドレス] を選択します。[Interface networked with] で、[新しいサブ 

ネットの追加] をクリックします。その後、PN/IE_1 が [サブネット] ドロップ 

ダウンボックスに表示されます。 

10. [IP プロトコル] の下の [IP プロトコルの使用] チェックボックスを選択します。 

[別の方法を使用して、IP アドレスを設定する] を選択します (この設定で、 

Checker は Checker アプリケーションで設定された IP アドレスを保持 

しますので、スタティック・アドレスを使ってください)。 
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11. 最も重要：[PROFINET] で、[PROFINET デバイス名] および [変換した名前 

を実際の Profinet 名に変更します。これは、実際の Checker デバイスの名前 

(Checkmate で設定) と一致している必要があります。また、名前は一意であり、 

DNS 命名規則に適合している必要があります。 

12. [新しいサブネットの追加] をクリックしたので、Checker オブジェクトの 

小さい緑色の長方形から緑色の線が延びています (常に、ネットワーク・ビュー 

にあります)。ここで、PN/IE_1 とラベルを付けます。そのラベルをドラッグして、 

PLC オブジェクトの小さい緑色の長方形へドロップします。 

13. ここで、Checker の近くにある、青色の [未割当] のテキストをクリックし、 

リストから IO (PLC) コントローラを選択します。 

 

Generic FFP 
Generic FFP は、EtherNet/IP または PROFINET をサポートすることなく、Checker が PLC 

と通信できるように開発された、シンプルな UDP/IP ベースのプロトコルです。 

Generic FFP の基本的な通信スキームは、EtherNet/IP や PROFINET のスキームと 

同じです：線は、バイトの配列注のビットで表現され、ピアが解釈し、必要であれば変

更に反応します。 

Checker は、Generic FFP を通じて、24 の仮想の入力および出力をサポートしています。 

Checker GUI で Generic FFP を有効にして、設定する 

デフォルトでは、Checker では Generic FFP は無効になっています。Checker 

GUIで、このプロトコルを有効にするには、以下のステップを実行してください： 

1. 上のメニュー・バーで、[Checker] をクリックします。 

2. [Checker の設定] を選択します。 
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3. ポップアップ表示される Checker 設定ウィンドウで、[プロトコル設定] 

をクリックし、[Generic FFP] を選択します。 

 

4. [OK] をクリックします。 

変更を有効にするために、センサーは自動的に再起動します。 
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24 仮想入出力 

Generic FFP を選択した場合、出力の設定のステップで 24 仮想出力スキャンを設定 

できます。詳細は、下のスクリーンショットを参照してください。これらの出力は、 

Checker から送信される入力アセンブリの PLC で使用できます。 

 

24 仮想入力は、ラダーロジック・プログラムで選択できます。これらの入力は、出力ア 

センブリで PLC によって設定され、Checker へ送信されます。 

レポート・メーター値およびスレッシュホールド設定ポイント 

GenericFFP が有効であれば、入力アセンブリには実際の値とセンサーに対するスレッシ 

ュホールド設定ポイントが含まれます。センサーを設定して、Checkerから送信される

入力アセンブリで、その結果を送信することができます。 

センサーが作成されると、自動的にセンサー・メーター・テーブルに追加されます。そ

れぞれのセンサーには、結果のテーブルに自動的に追加される値があります。最初のエ

ントリには、製品検出値が含まれています。製品検出が存在しない場合、これらのエン

トリは一 (1) に設定されます。 

出力の設定のステップで使用できるセンサー・メーター・テーブルには、Checker 

ジョブに追加されているすべてのセンサーが表示されます。 
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セルをクリックして、別のセルへドラッグすることで、センサーを並び替えることがで

きます。セルは、連続的に入力されている必要はありません。送信されないセンサーは

、未チェックにできます。その場合は、表示は無効になります。 

パターンの再登録 

現在は、製品検出または PLC からのパターンセンサーを再登録することができます。 

PLC は、出力アセンブリでビットを設定し、ビットを設定すると、すべての再登録可能 

なセンサーが再登録されます。 

再登録が完了すると、入力アセンブリのビットは、再登録アクションが発生しているこ

とを示すように設定されます。 

入力アセンブリの Retrain Ack ビットは、再登録の完了時に設定されます。PLC によって 

Retrain Ack ビットが確認されると、PLC は出力アセンブリで Retrain ビットをクリア 

できます。Retrain ビットが PLC によってクリアされると、Retrain Ack ビットが Checker 

によってクリアされます。 
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注: パターンの再登録は、PROFINET および EtherNet/IP のプロトコルで使用できます。 

内部照明の制御 

PLC は、出力アセンブリの Illumination Off ビットを設定することで、Checker の外部 

照明を制御できます。設定すると、Checker は外部照明をオフにして、ストロボの 

出力を無効にします。照明がオフであり、PC アプリケーションが Checker を実行 

モードにしている間に、PC アプリケーションが Checker に接続すると、LED 

はジョブで設定された状態に設定されます。 

チェックからの FTP 結果データ 

FTP 接続では、FTP 経由でチェック結果データの送信を有効にすることができます。 

データ転送が有効であれば、それぞれのチェックの結果が FTP サーバーに送信され、 

データ転送ファイル名のフィールドで指定したファイルに追加されます。下のスクリー

ンショットを参照してください。 
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FTP データは、XML フォーマットのファイルを使用して送信されます。 

ストロボの制御 

外部ストロボを使用するように Checker を設定することができます。外部ストロボに対 

して設定すると、1 つの出力ラインが失われ、出力の数が 2 (エンコーダー・モード) 

から 1 へ、または 4 から 3 へ減ります (ジョブ変更モード)。 



 

Checker® 4G 通信およびプログラムガイド 

9/3/2014|バージョン 4.1 

ペ ー ジ  | 103 

Generic FFP 

 

外部ストロボを有効にした場合、出力 0 を使ってストロボをトリガします。この出力は、 

出力の設定のセクションでは使用できません。Pulse Width の値は、ストロボがオ 

ンである期間です。この値は、Checker への入力となり、照明スライダーの露出/ゲイン 

設定の制御で使用されます。この値は、出力の期間として Checker が使用すること 

はできません。出力の期間は、照明スライダーで制御されます。照明スライダーを変更

すると、取得の期間の露出が変化します。Checker が取得している間、出力 D0 

が有効になります。これによって、使用される外部ストロボ・コントローラに加えて、

外部ライト・コントローラを使用できます。 

 

操作 

PLC (または PC) は、単純なバイナリ UDP メッセージを Checker IP アドレスのポート 7733 

へ送ります。メッセージは、出力アセンブリで入力されます。Checker はデータを受信 

し、すぐに入力アセンブリに送信して返信します。2 つの出力アセンブリの UDP 

パケットの間には通信はないので、期間はマスター (PLC または PC) によって動的 

に設定されます。 
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単純な使用サイクルの擬似コード： 

ループ 

パラメータ AF_INET および SOCK_DGRAM でソケットを作成 

出力アセンブリのバッファを 10 バイトに設定する： 

• 2 バイトのプロトコル識別子：  

1. 0xAE – 破損したメッセージが偶発的に Checker をヒット 

することを防ぐための通信のヒント。 

2. 0x01 – プロトコルのバージョン番号、ここでは 1。 

• 8 バイトのペイロード 

バッファを Checker の IP アドレス、ポート 7733 へ送信。 

同じソケットから 436 バイトを受信。(UDP パケットが送信プログラムと受信 

プログラムの間のどこかで失われる可能性があるので、受信のタイムアウトを設

定することを強く推奨いたします。) 

ソケットを閉じる。 

必要に応じて待機 (この一時停止が、期間を設定)。 

ループ終了 

入力アセンブリ 

下のテーブルは、入力アセンブリ (Checker から送信されるデータ) を示しています。 

ここで、予約済み1 とは将来の使用のために予約されていることを意味します。Observer 

ビットが 1 に設定されると、Generic FFP コントローラは Checker のステータスを 

変更することができず、その状態を観察することができるだけです。Observer ビットは 

PC アプリケーションでのみ設定できます ([Checker] -> [Checker の設定] -> 
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[プロトコル設定)。詳細情報は、付録 A – プロトコル設定、オブザーバ・ビットの変更 

を参照してください。 

インス

タンス 

バイト ビット 7 ビット 6 ビット 5 ビット 4 ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0 

 

11 

0 
Online 

(オンライン) 

オフラインの理由 

• 0 – Online (オンライン) 

• 1 – Setup (セットアップ) 

• 2-7 – 予約済み 

 

Missed Acq 

(確認失敗) 

 

Acquiring 

(取得) 

 

Trigger Ack 

(トリガ確認) 

Trigger 
Ready 

(トリガ・

レディ) 

1 

General Fault 

(一般的なフ

ォールト) 

Job Load Failed 

(ジョブのロード

失敗) 

Job Load 
Complete 

(ジョブのロ

ード完了) 

Observer 

(オブザーバー) 

 

Results 
Available 

(結果使用

可能) 

 

Results 
Buffer 
Overrun 

(結果バッフ

ァ・オーバ

ーラン) 

Inspection 
Complete 

Toggle 

(チェック完

了トグル) 

Inspecting 

(チェック) 

2 予約済み1 予約済み1 予約済み1 
Retrain Failed 

(再登録失敗) 

Retrain 
Completed 

(再登録完了) 

Any Fail 

(いずれか 

不合格) 

All Pass 

(すべて合格) 

Part Detect 

(製品検出) 

3 出力7 出力6 出力5 出力4 出力3 出力2 出力1 出力0 

4 
出力15 出力14 出力13 出力12 出力11 出力10 出力9 出力8 

5 出力23 出力22 出力21 出力20 出力19 出力18 出力17 出力16 

6 
Acquisition ID (16-ビットの整数) 

7 

8 
Inspection Result ID (16-ビットの整数) 

9 

10 センサー 1 結果データ 0 

… … 

25 センサー 1 結果データ 15 

26 センサー 2 結果データ 0 

… … 

41 センサー 2 結果データ 15 

42 センサー 3 結果データ 0 
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インス

タンス 

バイト ビット 7 ビット 6 ビット 5 ビット 4 ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0 

… … 

409 センサー 25 結果データ 15 

410 センサー 26 結果データ 0 

… … 

425 センサー 26 結果データ 15 

 

センサー・メーター・テーブルで返される値に関する情報は、スタティック・データお

よび変動データの概要セクションを参照してください。 

 

出力アセンブリ 

次のテーブルは、出力アセンブリのインスタンスを示しています (Checker へ送信 

されるデータ)。ここで、予約済み1 とは将来の使用のために予約されていることを意味 

します。Lights Off ビットを 1 に設定すると、ジョブの設定に関わらず、外部照明 

がオフになります。SM Volatile ビットを 0 に設定すると、ジョブに対して変更 

されないスタティックな結果データを選択します。これを 1 に設定すると、製品によっ 

て異なる変動データが選択されます。Tこのデータは、センサー・メーター・テーブル

の値で返されます。 

インスタ

ンス 

バイト ビット 7 ビット 6 ビット 5 ビット 4 ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0 

21 

0 

Set Offline 

(オフライ

ン設定) 

Lights Off 

(照明オフ) 

Retrain 

(再登録) 

Job Change 

(ジョブの

変更) 

Results 
Available Ack 

(結果使用可

能確認) 

Buffer Results 
Enable 

(バッファ結

果有効) 

Trigger 

(トリガ) 

Trigger Enable 

(トリガ有効) 

1 入力7 入力6 入力5 入力4 入力3 入力2 入力1 入力0 

2 入力15 入力14 入力13 入力12 入力11 入力10 入力9 入力8 
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インスタ

ンス 

バイト ビット 7 ビット 6 ビット 5 ビット 4 ビット 3 ビット 2 ビット 1 ビット 0 

3 入力23 入力22 入力21 入力20 入力19 入力18 入力17 入力16 

4 
Job Number (8-ビットの整数) 

5 予約済み1 
SM Volatile 

(SM 変動) 

6 調整用バイト 

7 調整用バイト 

Checker の一般的な入力コマンドの処理 

定義 

入力コマンド 

Checker は、互いに連携する、以下の 3 つの入力コマンドを受け入れます： 

1. Trigger (トリガ) 

このコマンドは、取得と、それに続くチェックを開始します。 

2. Job Change (ジョブの変更) 

Checker が現在実行しているジョブを、選択したジョブに変更します。ジョブの 

スロットから、任意のジョブを選べます。 

3. Retrain (再登録) 

最後に取得した画像で、該当するセンサーを再登録します。 
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入力コマンドのソース 

Checker は、以下のソースから入力コマンドを受けることができます： 

1. 個別のソース (ケーブル) 

2. FFP プロトコル：PROFINET/Ethernet IP/Generic FFP 

3. PC アプリケーション (実行モードでは、Retrain コマンドのみ) 

同時複数のコマンド 

これは、FFP 通信の場合だけです！ 3.6 以降、複数の入力コマンドを同一の 

ネットワーク・パッケージで送信し、事前に定義した順番で実行することができます。 

可能な組み合わせ： 

1. Trigger および Job Change => 1. Trigger、2. Job Change 

2. Trigger および Retrain => 1. Trigger、2. Retrain 

3. Job Change および Retrain => 1. Job Change (Retrain はドロップ) 

4. Trigger および Job Change および Retrain => 1. Trigger、2. Job Change (Retrain 

はドロップ) 

重要な注意： 同時に PLC によって送信された 2 つの別個の信号は、複数の 

コマンドではなく、重複するコマンドとして処理されます (下記を参照)。ここで、 

信号を処理する順番は、非決定的であり、いずれかのコマンドがドロップします！ 

コマンドの重複 

コマンドが重複する場合、以下のケースが発生します： 

1) 入力コマンドの実行中に、新しい入力コマンドが到着。 

2) 入力コマンドの実行中に、複数の入力コマンドを持つ FFP パケットが到着。 
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3) コマンドの実行中に、ディレイしたコマンドが開始。 

いずれのケースでも、単に新しいコマンドが拒否されて、存在する場合には、該当する

相手にエラーの結果が伝えられます。 

エラーの結果としては、以下があります：Missed Acquisition、Job Load Failed、Retrain Failed。 

ポートの利用 

以下のテーブルは、通信用に Checker が使用するポートを一覧しています。 

ファイアーウォールを使用している場合、これらのポートをオープンにしておく必要が

あります。 

プロトコル ポート 

Checker の一般的な通信のための 

TCP および UDP 

• UDP: 1069 

• TCP: 50053  

Ethernet/IP • UDP: 2222 

• TCP: 44818 

PROFINET UDP:4096、4097、4098、34964 

注：  

PROFINET は、IP/TCP/UDP ヘッダーなしで、 

未処理の Ethernet フレームを使用します。 

Generic FFP • UDP: 7733 

• TCP: 7733 

FTP デフォルトは、ポート 21 パッシブですが、FTP 

セットアップで変更できます。 
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付録 A – プロトコル設定、オブザーバ・ビットの変更 

Checker PC アプリケーションでは、データ通信やデバイスの制御のために、さまざまな 

産業用プロトコルを有効にすることができます。これらのプロトコルは、[Checker | 

Checker の設定 | プロトコル設定] で設定できます。それでデバイスを制御したい場合、 

Generic FFP プロトコルは必ず存在します。混乱する (重複、矛盾) 制御コマンドを 

Checker に送信することを防ぐために、制御モードからオブザーバーモードを区別する、 

Observer ビットが導入されています。オブザーバーモードでは、コントローラは Checker 

を制御することができず、その状態を観察することができるだけです。オブザーバーの

場合、Observer ビットは 1 であり、コントローラの場合、0 になります。 

Protocol および Controller Protocol で同じ産業用プロトコルを選択すると、設定された 

産業用プロトコルでは Observer ビットが 0 になり、Generic FFP では 1 

になります。Generic FFP を明示的にコントローラのプロトコルに設定すると、 

それに対しては Observer ビットが 0 になり、コントローラとなります。使用可能 

なバリエーションについては、以下のテーブルを参照してください： 

プロトコル設定 Generic FFP  

(Observer 

ビットの値) 

Ethernet/IP 

(Observer 

ビットの値) 

Profinet 

(Observer 

ビットの値) 

 

Observer (1) 該当なし Controller (0) 

 

Controller (0) 該当なし Observer (1) 

 

Observer (1) Controller (0) 該当なし 
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プロトコル設定 Generic FFP  

(Observer 

ビットの値) 

Ethernet/IP 

(Observer 

ビットの値) 

Profinet 

(Observer 

ビットの値) 

 

Controller (0) Observer (1) 該当なし 

 

Controller (0) 該当なし 該当なし 

 

Controller (0) 該当なし 該当なし 

 

 




